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昨
年
度
策
定
し
た
「
第
３
次
真
庭
市
総
合
計
画
」
を
達
成
す
る

た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
明
確
に
し
た
「
第
３
期
真
庭
市
総

合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
だ
け
で
な
く
、

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
市
民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
豊
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
３
期

真
庭
市
総
合
戦
略

を
策
定
し
ま
し
た　

問  総合政策課
  　℡  0867-42-1169
　  ℻0867-42-1353

総合戦略とは

第３期戦略で新たに重視した点

　「第 3次総合計画」の将来像を達成するための実施計画
であり、人口減少抑制と人口減少社会における持続可能
な地域づくりに直接的かつ短・中期的に実施すべき具体
的な施策を明確にしたものです。

▶計画期間　 4年間（令和 8～11年度）

　想定を上回る人口・出生数の減少などを背景に、第３期戦略では新たに、次の要点を重視し策定しました。

　定住人口の維持だけでなく、市民や関係人
口一人一人の「活動量」を増やすことで、地
域の活力を維持・最大化させます。

　｢子どもの権利｣ を最優先事項として全施
策の土台に据え、地域全体で子どもの成長を
支え合う風土を醸成します。

　認知から ｢共感・交流・行動｣ への4段階
の循環を再定義。人の関係人口だけでなく、
組織的な関係人口（企業や事業者など）を創
出し、新たな人の流れを作ります。

　女性の活躍を妨げる固定的役割意識を見直
し、外国人も真庭で暮らす一員として、誰も
が尊厳をもって暮らし働ける環境づくりを進
めます。

人口×活動量

こどもまんなかまにわ

真庭版関係人口

女性活躍・外国人との共生

基本構想

基本計画

総
合
計
画

実施計画
（総合戦略）

分野別の計画

目標期間 15 年（～ 2040 年）
真庭市が目指す将来像や
まちづくりの目標を定めたもの

計画期間 5 年
基本構想実現のための
施策を定めたもの

計画期間 ４年
基本計画を達成するための
事業を定めたもの

分野ごとの取り組み
を定めたもの

真庭市
ホームページ

Maniwa 02



第３期戦略の基本的な考え方

　人口の社会増減・自然増減の対策を講じることで、人口減少の速度をいくらか緩めることはでき
ても、「人口減少」の構図を変えることは簡単ではありません。そのため、転入促進や出生率の向上
などによる人口減少抑制対策に全力で取り組むと同時に、人口が減少しても地域がしっかりと機能し、
市民一人一人が安心して豊かに暮らし続けられる持続可能な社会の構築を目指します。

●重点テーマ

●人口減少社会における持続可能なまちづくり

1．「こどもまんなか」のまちづくり
　　　子どもの「今」の幸せと権利を尊重し、家庭や地域が一体となって成長を支えるまちづくりを進めま
す。安心できる居場所や多様な体験機会を整え、子どもも大人も自分らしく幸せに暮らせる社会の実現
を目指します。

2．真庭らしさの継承
　　　地域の産業を時代に合わせて発展させ、次世代へつなぐため、多様な主体との協働で産業基盤を強化
します。また、祭りなどの地域行事を通じて多様な交流と結び付きを深め、真庭の誇りと魅力を継承す
る社会を目指します。

3．多様な人々が尊重され、ともに暮らす共生社会の実現
　　　多様な背景を持つ人々が互いの違いを認め、尊重し合える共生社会を目指します。誰もが安心して自
分らしく活躍できるよう環境を整え、個々の選択や挑戦を地域全体で応援することで、未来に希望を持
てる地域を実現します。

4．安全安心の担保
　　　安心して暮らせるよう、近隣都市との連携や移動手段の確保を推進するとともに、地域拠点を中心と
したまちのコンパクト化と歩行環境の整備を進め、利便性が高く災害に強い「歩いて暮らせるまち」を
目指します。

5． 自助・互助・共助・公助の推進
　　　市民・団体・行政が連携する「自助・互助・共助・公助」を推進し、多様な主体が協働して支え合う
ことで、誰一人取り残されない持続可能な地域社会と、互いに寄り添い助け合う「お互いさま」の精神
が根付くまちを目指します。

1

　全ての子どもが権利を尊重され、家庭や地域に
大切な存在として受け止められ、市民とともに「こ
どもまんなかまにわ」の実現を目指します。

子どもの権利を尊重し、
成長を応援するまちづくり

2

　無意識の思い込みが生む不平等を解消すること
で、誰もが尊厳をもって自分らしい働き方や生き
方を選べる社会を目指します。

女性をはじめ、誰もが自分らしく働き、
暮らせる制度と風土の醸成

3
　真庭に共感し行動する関係人口を広げ、企業と

も連携して持続
可能な地域づく
りを進めます。

真庭版関係人口の創出 4

　市民一人一人や団体の能動的な活動を増やし、学
びや交流など多様な参加の機会と協働しやすい環
境を広げることで、地域の活力の維持を目指します。

人口×活動量の最大化による
地域の活力維持

5
　受け継がれてきた文化やつながりを守るため、
地域資源を生かしつつ、自助・互助・共助・公助
の仕組みを整え、地域コミュニティを維持・強化
して持続可能な地域運営を進めます。

地域コミュニティの再生 6
　SDGs未来杜市として、先
進モデルとしての取り組み
を全国へ発信し、さらなる
発展と浸透を目指します。

SDGs未来杜市真庭の実現
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施
策
の
方
向
性

１．住み続けられる暮らしの拠点づくり
２． 3地区（落合・久世・勝山）の地域間連携
３．若者や女性が活躍し、人と仕事が循環
するまちづくり

１．外国人への対応を含めた観光振興
２．関係人口の創出
３．地域の自然や歴史に触れあえる生活環境の形成
４．歴史的資源を最大限に活かした魅力発
信と地域振興

１．観光振興
２．関係人口の創出
３．子育てを地域で支える仕組みづくり
４．安全安心な地域づくり

　人口減少や担い手不足を踏まえ、「人口×活動量」の視点のもと、地域内で価値が循環する
「回る経済」の実現を目指し、既存産業の高度化と新たな価値創出を進め、人材育成や多様な
働き方、地域内外との連携により持続可能な「しごと」を生み出し、真庭の未来を支える産業
基盤を構築します。

　地域の魅力や資源を生かし、「関係人口」の創出・拡大により多様な人々とのつながりを広
げ、新たな人の循環を生み出します。また、地域コミュニティの維持と共生社会の実現に向
け、市民が主体的に参画できる機会や仕組みを整え、誰もが安心して自分らしく暮らせる地
域づくりを推進します。

■重点ターゲット
　学生（高校生・大学生・専門学校生）、青年層、
　地域の持続性を支える産業
■重点的な施策
　• 多様な働き方を実現できる環境の整備
　• 若者や女性、市外人材にとっても魅力的な真庭の「しごと」の創出と発信
　• 地域の持続性を支える産業への支援

■重点ターゲット
　若年女性、青年層、外国籍住民、関係人口
■重点的な施策
　• 移住・定住促進による新たな人の流れの創出
　• 子育て世代が利用しやすい支援制度や施設、イベントの充実
　• 国籍に関わらず全ての人が住みやすい多文化共生社会づくりの推進
　• 関係人口創出に向けたシティプロモーションの強化

１．観光振興
２．関係人口の創出
３．持続可能な地域づくり
４．子育てを地域で支える仕組みづくり

久世振興局

真庭の未来を支える
「しごと」を生む・つなぐ、伝える

地域内外のつながりと人の流れを生み、
多彩な暮らしを実現する

基本
目標

基本
目標

1

2

勝山振興局

美甘振興局

湯原振興局

可能な
りの実行
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振興局における基本目標の推進
　急激な人口減少に対して、持続可能な地域づくりを念頭に、地域ごとの実情や特性に応じた課
題解決を進めます。その推進体制として、各振興局に人口減少対策担当官や地域魅力化コーディ
ネーターを配置し、地域に寄り添いながら主体的な地域づくりを展開します。

１．地域との協働と連携
２．定着回帰の促進

１．地域産業の支援
２．観光地域づくりの推進
３．地域で応援する教育と子育て
４．移住・定住の促進

１．農業振興
　　「水田を中心とした農ある暮らしを推進」
２．関係人口の拡大と住むための空き家活用
　　「地域資源の活用とくらしやすいまちづくり」
３．多様な世代が紡ぐ交流の場づくり
　　「子どもを真ん中にした学びと交流の創出」
４．相互補完型広域連携
　　「地域を超えた課題解決と持続性の確保」

　妊娠・出産から子育て、福祉まで切れ目のない支援を充実させ、仕事と家庭の両立を支え、誰もが
安心して子どもを育てられる環境づくりを進めます。また、子どもの権利を尊重し、地域で成長を支
え合い、健やかに暮らせる「みんなではぐくむ子育てのまち」の実現を目指します。

　地域資源を生かした拠点整備や交通、防災の充実を図り、人口減少下でも安心して暮らせる生活基
盤の維持・強化を進めます。また、公共交通の確保や施設配置の最適化により利便性を高め、自助・
互助・共助・公助が調和した持続可能なまちづくりを推進します。

■重点ターゲット
　子ども（未就学児・小学生・中学生・高校生）、青年層、高齢者
■重点的な施策
　• 子どもの居場所を守り、多様な学びの環境を提供する取り組みの推進
　• 妊娠・出産・子育てに至るまで切れ目のない支援
　　生きがいを持ち続け、健康で長生きできる地域づくり

■重点ターゲット
　青年層、運転免許や自家用車を持たない人
■重点的な施策
　• 人口減少社会に合わせた地域拠点の再整備と空き家の活用
　• 利便性の高い公共交通ネットワークの形成

こどもと若者の活力があふれ、
世代を超えた支え合いと学び合いを育む

安全安心とまちの魅力が調和する、
誰もがずっと住みたくなるまちをつくる

基本
目標

基本
目標

3

4

北房振興局

蒜山振興局 落合振興局

　持続  
地域づく 
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2
月
1
日
か
ら
中
央
図
書
館
で
、
特
設
企
画
「
図
書
館
で
列

車
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
体
験
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
遊
び
や
読
書
を
き
っ
か
け
に
鉄
道
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
真
庭
市
が
企
画
し
初
開
催
。
市
が
実
施

し
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
株
主
優
待
活
用
事
業
「
真
庭
こ
ど
も
万
博
訪

問
応
援
」
で
大
阪
・
関
西
万
博
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
感
想

作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
鉄
道
や
姫
新
線
に
関
す
る
本
の
特
集
、

鉄
道
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
館
内
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
初
日
に
は
、
感
想
作
品
を
制
作
し
た
児
童
や
生

徒
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
特
設
企
画
は
3
月
18
日
ま
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

図書館に姫新線がやってきた図書館に姫新線がやってきた
『図書館で列車』  子どもの学びと鉄道の魅力を紹介『図書館で列車』  子どもの学びと鉄道の魅力を紹介

　

落
合
振
興
局
で
行
わ
れ
た
「
ミ
ラ
イ
の

オ
チ
ア
イ
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
中
学
生
が
思

い
描
く
、
未
来
の
振
興
局
を
形
に
し
た
ミ

ニ
チ
ュ
ア
作
品
展
で
す
。
ベ
ン
チ
や
す
べ

り
台
が
あ
る
交
流
の
場
や
、
川
魚
が
泳
ぐ

水
槽
を
配
置
し
た
も
の
、
ト
ン
ネ
ル
で
建

物
を
つ
な
い
だ
も
の
な
ど
28
作
品
が
並
び

ま
し
た
。
落
合
中
学
校
2
年
生
1
1
0
人

は
、
真
庭
市
の
特
徴
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
学
ん
だ
上
で
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
作
品
展
は
1
月
27
日
か
ら
2
月

16
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
月
2
日
、
川
上
小
学
校
の
授
業
の
一

環
と
し
て
、
小
学
校
1
・
2
年
生
の
子
ど

も
た
ち
が
ひ
る
ぜ
ん
ベ
ア
バ
レ
ー
ス
キ
ー

場
へ
ス
キ
ー
学
習
に
訪
れ
ま
し
た
。
児
童

は
蒜
山
ス
キ
ー
学
校
の
講
師
や
地
域
の
人

た
ち
か
ら
、
ス
キ
ー
板
を
履
い
て
の
立
ち

方
や
滑
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
中
に
は
、
初
め
は
上
手
に
滑
れ
る

か
不
安
が
っ
て
い
た
子
も
い
ま
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
い
く
う
ち
に
「
楽
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
ミ
ラ
イ
の
オ
チ
ア
イ
デ
ザ
イ
ン
」

未
来
デ
ザ
イ
ン
、模
型
で
表
現

川
上
小
学
校
の
ス
キ
ー
学
習

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
を

中学生が考えたジオラマを眺める様子

楽しそうな児童たち

万博訪問の感想作品展示 鉄道模型で遊ぶ子ども 表彰された児童・生徒

鉄道や姫新線関連の本が特集されたコーナーを見て回る来館者
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国政選挙で投票する
判断要素について
　先般の衆議院選挙は、解散から投票日までわずか
16日という戦後最短の日程で実施されました。この
短期間の選挙は、単に政治日程の話にとどまりませ
ん。入場券の発送遅れや寒冷期での投票所設営など、
選挙を支える自治体職員や関係者に相当な負担がか
かったことは皆さんご存じのとおりです。さらに通
常国会の冒頭解散により、高市総理の所信表明がな
く、国の当初予算も上程されないままになった状態
で、地方自治体は当初予算を組まざるを得なくなり
ました。この事態は異常であり、解散権問題として
今後大きな教訓とすべきと考えます。
　さて、今回の選挙結果について論評をするのでは
ありませんが、投票判断の質がこれまで以上に重要
になることを痛感しました。近年はSNSの拡散力に
より、候補者の印象や短い言葉、雰囲気だけで支持
が広がる傾向が強まっています。しかし本来の投票
は、政策と実行力を比較して決めるべきです。理想
を言えば、公約やマニフェストを読み込み、財源の
裏付けや実現手段まで確認する姿勢が不可欠です。
加えて重要なのは、「何が書いてあるか」だけでな
く、「何が書かれていないか」に注目することです。
それはなかなか難しいことですが、AIを活用すれば、
政策比較や論点整理が個人でも行いやすくなりまし
た。私も無料で利用できる対話型AIを使って、主要
政党の公約について、抜け落ちている視点を抽出し
てみました。①長期財政の設計、②中長期の国家戦
略、③財政赤字の構造改革、④国土政策と地方再生、
⑤国際経済戦略、⑥安全保障の具体目標といった、
時間軸の長いテーマが欠落しているとの指摘があり
ました。欠落の中に、エネルギー政策、食料自給、
人口減少、過疎と過密の是正などといった長期的重
要課題も含まれています。
　AIは万能ではなく、入力データや質問によって
結論が変わるという危険性もあります。しかし特性
を理解したうえで活用すれば、感情や印象に流され
ない判断材料を得る強力な手段になります。有権者
一人一人がAIなどを活用しながら各政党の公約を
分析して、空白になっている政策を見極めることも
大切ではないでしょうか。
　なお、AIは毒にも薬にもなることに留意して活用
されることを強調しておきます。

2
月
3
日
、
美
甘
こ
ど
も
園
で
豆
ま
き

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
5
人
の
園
児
た
ち

は
節
分
に
つ
い
て
の
紙
芝
居
を
見
た
り
、

厄
除
け
の
イ
ワ
シ
や
ヒ
イ
ラ
ギ
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
し
た
後
、
豆
に
見
立
て
た
紙
の

ボ
ー
ル
を
鬼
役
の
先
生
た
ち
に
投
げ
て
大

は
し
ゃ
ぎ
。
楽
し
く
豆
ま
き
を
終
え
る
と
、

福
の
神
役
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
鬼

の
メ
ダ
ル
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
最
後
は

自
分
の
年
齢
の
数
だ
け
豆
の
代
わ
り
の

ボ
ー
ロ
を
食
べ
、
節
分
の
ひ
と
と
き
を
笑

顔
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

郷
育
構
築
事
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
勝
山
の

ま
ち
づ
く
り
「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か

ら
」
が
2
月
15
日
、
真
庭
市
と
地
域
団
体

の
協
力
に
よ
り
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
地
域
住
民
な
ど
約
1
5
0
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
勝
山
町
並
み
保
存
地
区
の

研
究
を
続
け
る
専
門
家
の
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
し
た
。
町
並
み
保

存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
40
年
の
勝
山
地
区

は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
へ
の
選
定
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

美
甘
こ
ど
も
園
豆
ま
き
会

園
に
響
く
福
は
内
、鬼
は
外

勝
山
の
ま
ち
づ
く
り「
こ
れ
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

勝山ののれんが並ぶ会場と参加者の様子

豆まきで力いっぱいボールを投げる園児たち
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　真庭市では、物価高騰による市民生活の負担軽減と、地域内消費の促進
による事業者支援を目的に、デジタル地域通貨「まにこいん」を活用した
還元キャンペーンとポイント配布を実施します。

　国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、市内の自治会
が管理する集会施設の照明器具をLED化する際にかかる費用を補助します。
予算がなくなり次第受付終了します。

まにこいん
ポイント配布と還元キャンペーン

令和８年度 集会所のLED化補助金

真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数 39,792人(-125)
男   19,188人(-47)
女   20,604人(-78)
世帯数 17,255世帯(-36)
令和8年2月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
FAX 0867-66-4402

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

令和8年度中に完了する事業が対象 申請は随時受付中

市民生活の負担を軽減 地域内消費の促進で事業者を支援

問  地域みらい創生課　℡  0867-42-1179(℻1353）
　  Email：koryu@city.maniwa.lg. jp

問  総合政策課　℡  0867-42-1169(℻1353）
　  Email：gyoukaku@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

ポイント配布
▶対　　象　令和 8年 3月31日までにアカウント登録済みの全ユーザー
▶付与方法　自動的に付与されます（申請不要）
▶付与内容　5,000まにぃポイント
▶付与時期　・2月28日までにアカウント登録済の人は 3月中旬
　　　　　　・3月31日までにアカウント登録済の人は 4月中旬
　　　　　　※ポイント有効期限は 9月30日

 利用者キャンペーン
▶内　　容　まにこいん利用額の10%を還元
▶上　　限　月上限100,000まにぃポイント
▶期　　間　 3月１日㈰～ 5月31日㈰（ 3カ月間）
▶付与時期　利用月の翌月20日頃を予定

 事業者キャンペーン
▶内　　容　まにこいん売上額の10%を還元
▶上　　限　月上限100,000円
▶期　　間　 3月１日㈰～ 5月31日㈰（ 3カ月間）
▶付与時期　キャンペーン終了後にまとめて振込予定

▶対象経費　※令和 9年 2月26日までに事業が完了見込みであること。 
　　　　　　・令和 8年度中に行うLED照明器具の交換費用
　　　　　　　（配線工事含む。蛍光灯や電球のみの交換は除く。）
　　　　　　・10年以内に改修・増築事業などを行った集会所も申請できます。 
　　　　　　　（LED照明器具交換事業は 1集会所につき 1回のみ申請可能。）
▶補 助 率　対象経費の 2分の 1（上限10万円） 
　　　　　　1,000円未満の端数は切り捨て
▶申請方法　事業実施前に地域みらい創生課、または各振興局に相談の上、
　　　　　　申請書と必要書類を提出
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物価高対応子育て応援手当（追加分）の支給

問  子育て支援課　℡  0867-42-1054(℻1388）
　  Email：kosodate@city.maniwa.lg.jp

問  子育て支援課　℡  0867-42-1054(℻1388）
　  Email：kosodate@city.maniwa.lg.jp

令和8年度の利用登録受付開始 毎年度登録が必要です

子育て世帯をさらに応援 児童1人につき3,000円追加支給

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

　物価高騰の影響を受けている子育て世帯をさらに応援するため、国の「重点支援地方交付金」
を活用し、「物価高対応子育て応援手当（追加分）」を支給します。「物価高対応子育て応援手当」
（子ども一人当たり2万円）をすでに受給・申請した人は、申請は不要です。詳しくは真庭市ホー
ムページをご確認ください。

　病児保育の利用には、毎年度登録が
必要です。令和8年度の利用登録申請
は、3月から受け付けます。施設利用、
手続きについて、詳しくは各施設にお
問い合わせください。

病児保育の利用

▶基 準 日　令和 7年 9月30日　
▶支 給 額　「物価高対応子育て応援手当」の支給対象児童 1人につき3,000円
▶支給方法　「物価高対応子育て応援手当」を受給した口座に振り込み
▶振 込 日　 3月末以降に随時振り込み
▶そ の 他　・「物価高対応子育て応援手当」を真庭市以外から受給する人は対象外となります。
　　　　　　・受給を辞退する場合は、真庭市ホームページにある受給拒否の届出書を、子育て支援課、ま

たは各振興局に提出してください。
　　　　　　・児童手当を申請していない人は申請が必要です。

▶応募方法　
　真庭市病児保育事業登録申請書に必要事
項を記入し、子育て支援課、各振興局、
または病児保育施設に提出してください。

　※一度の登録で市内 2カ所の病児保育施
　設のどちらも利用可能です。　

▶利用料金
　子ども 1人につき 1日あたり2,000円
　※生活保護世帯は無料
▶対象者（①②の両方を満たす子ども）
　①生後 6カ月～小学校 6年生
　②病気、または病気回復期のため、他の
児童との集団保育が困難な場合で、保
護者の仕事などの都合で家庭での保育
が困難な子ども

▶対 象 者　「物価高対応子育て応援手当」を真庭市から受給する人（まだ受給・申請していない人を含む）
▶申　　請

令和8年2月10日時点の状況 手続き
① 「物価高対応子育て応援手当」をすでに受給した人、または申請した人 申請不要
② 「物価高対応子育て応援手当」をまだ受給しておらず、申請もしていない人 申請が必要

4月15日までに「物価高対応子
育て応援手当」とあわせて申請

③ 基準日から令和8年3月31日までに出生する新生児の保護者で、これから
    出生の届け出をする人

実施施設 病児保育おひさま（みんなのクリニック）
病児保育ひまわり

（勝山病院）
住　　所 真庭市惣195番地5 真庭市本郷1811番地2
予約受付
時間

午前7時30分
～午後7時

午前8時45分～
午後5時45分

連 絡 先 070-3772-0630 070-4238-9439

利用時間 月～水、金、土曜日
午前9時～午後5時

月～土曜日
午前9時～午後5時

休 業 日
木、日曜日、祝日、
お盆、年末年始、

その他クリニック休業日
日曜日、祝日、
お盆、年末年始

お迎え
サービス

保護者が園などに迎えに行
けない場合、保護者の希望
により利用可能です。利用に
はタクシー代の実費分の負担
（上限1,000円）が必要です。
※事前登録が必須
※生活保護世帯は無料
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 3月の休日急患担当医

1日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・片岡医院（内）・湯原
　0867-62-3400（℻  3490）

8日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・杉江医院（内）・落合
　0867-52-3456（℻  3218）

15日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・遠藤クリニック（外） ・蒜山
　0867-66-3002（℻  3366）

20日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・みんなのクリニック(内)・久世
　0867-45-0379（℻  0375）
22日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）
・新庄村診療所（内）・新庄村
　0867-56-3255（℻  3256）

29日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・前原医院(内)・久世
　0867-42-5267（℻  4978）

                ～4月～
5日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・はら内科クリニック（内）・久世
　0867-45-7885（℻  7880）

診療時間：午前9時～午後5時

　

全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
林

野
火
災
は
、
た
っ
た
一
つ
の
火
の

不
始
末
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

と
い
う
油
断
が
、
山
を
焼
き
、
家

を
危
険
に
さ
ら
し
、
多
く
の
人
の

生
活
を
一
変
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

春
先
の
こ
の
時
期
は
、
一
度
燃

え
上
が
っ
た
火
は
乾
燥
し
た
空
気

と
風
に
あ
お
ら
れ
、
想
像
を
超
え

る
速
さ
で
広
が
り
ま
す
。
火
を
消

し
た
か
、
も
う
一
度
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。そ
の
一
瞬
の
心
が
け
が
、

林
野
火
災
を
防
ぎ
、
誰
か
の
大
切

な
日
常
を
守
り
ま
す
。

■
火
災
予
防
3
カ
条

①
風
の
強
い
日
は
、
野
焼
き
を
や

め
ま
し
ょ
う
。

②
消
火
の
準
備
を
し
て
、
完
全
に

火
が
消
え
る
ま
で
離
れ
ず
監
視
し

ま
し
ょ
う
。

③
前
日
ま
で
に
必
ず
消
防
署
に
届

け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
、
ま
た

は
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

行
為
の
届
け
出

申
請
は

こ
ち
ら
か
ら
▼

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
消
防
署

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
9
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
6
7
2

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

暮
ら
し
の
中
で
の
困
り
事
や
悩

み
事
に
つ
い
て
、
福
祉
や
法
律
の

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
困

っ
て
い
る
事
や
悩
ん
で
い
る
事
が

あ
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
14
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

■
場
所　

久
世
保
健
福
祉
会
館

■
料
金　

無
料

■
予
約　

不
要

■
相
談
員　

弁
護
士
、司
法
書
士
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
な

ど
の
専
門
家

■
問
い
合
わ
せ
先　

弁
護
士
法
人

さ
い
わ
い　

真
庭
法
律
事
務
所　

℡  
0
8
6
7（
44
）1
2
5
1

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

悩
み
や
不
安
を
誰
に
も
相
談
せ

ず
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う

と
、
孤
立
感
が
深
ま
り
心
の
不
調

が
深
刻
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一

人
で
思
い
悩
ん
で
い
て
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
も
、
誰
か
に
相
談
す

る
こ
と
で
、
解
決
や
良
い
方
向
に

向
か
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
な

た
や
あ
な
た
の
周
り
の
人
が
悩
ん

で
い
た
ら
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
周
り
の
人

の
違
和
感
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず

声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
心

配
す
る
気
持
ち
を
た
だ
伝
え
る
。

そ
れ
が
、
い
の
ち
を
支
え
る
た
め

に
、
最
初
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

■
相
談
先

人
と
話
す
こ
と
で
、
心
が
軽
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
匿
名
で
も

大
丈
夫
で
す
。　

①
こ
こ
ろ
や
体
の
健
康
に
関
す
る

一
般
相
談
窓
口　
　

・
健
康
推
進
課
、ま
た
は
各
振
興
局

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

・
真
庭
保
健
所　
　

℡  
0
8
6
7（
44
）2
9
9
0

②
消
費
生
活
・
困
窮
・
滞
納
・
多

重
債
務
等
生
活
総
合
相
談
窓
口　

・
く
ら
し
安
全
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

③
24
時
間
体
制
の
電
話
相
談
窓
口

・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

℡  
0
1
2
0（
2
7
9
）3
3
8

・
岡
山
い
の
ち
の
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

℡  
0
8
6（
2
4
5
）4
3
4
3

・
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
・
い
じ
め

1
1
0
番　

℡  
0
8
6（
2
3
1
）3
7
4
1

・
24
時
間
子
供
Ｓ
О
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル

℡  
0
1
2
0（
0
）7
8
3
1
0

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組

合
・
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
か
ら
、
防
曇
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

（
直
柱
つ
き
）4
基
、
防
曇
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
（
曲
柱
つ
き
）4
基
、
防

曇
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
（
鏡
面
の
み
）

8
基
、交
通
安
全
雨
傘
2
5
0
本
、

交
通
安
全
夜
光
た
す
き
2
6
0

本
、
反
射
材
シ
ー
ル
21
個
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

必
ず
届
出
を
出
し
ま
し
ょ
う

林
野
火
災
に
注
意

3
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

あ
な
た
の
い
の
ち
を
守
り
た
い

篤
志
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
に
わ
暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談
会

暮
ら
し
の
困
り
事
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
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　市内に住所を有する障がいのある人などを対象に、通院・通所に必要な交通費の一部とタク
シー利用券を助成します。該当する人は、福祉課、または各振興局に申請してください。

通院・通所距離（片道） 助成額（月額）
１㎞未満 1,000円
１㎞以上５㎞未満 2,000円
５㎞以上10㎞未満 3,000円
10㎞以上15㎞未満 4,000円
15㎞以上20㎞未満 5,000円
20㎞以上 7,000円

問 福祉課　℡  0867-42-1581(℻1369）
　  Email：fukushi @city.maniwa.lg.jp

交通費助成 期限内に申請を

障がいのある人などへ
通院・通所などの交通費を助成します

①人工透析患者通院交通費助成
・ 腎不全などにより人工透析を受けるために通院した人
②特定疾患等医療附帯療養交通費助成
・ 特定疾患治療研究事業に関する対象疾患、または難病
　法に規定する指定難病の治療を受けるため、1カ月に 4
　回以上通院した人
③心身障害児・者及び精神障害者通所授産施設等
　通所交通費助成
・ 授産施設などに1カ月の開所日のうち半数以上通所した人
④療育訓練通所交通費助成
・ 専門療育機関、または医療機関へ療育訓練などのため、
　 1カ月に 2回以上通所した18歳未満の人
▶①～④の申請期限 4月15日㈬   

⑤タクシー利用券助成 （在宅の人限り） ※①～④との併用不可
・ 視覚・聴覚・上下肢の障がいにより身体障害者手帳1、
　 2級の交付を受けている人 
・ 下肢・体幹の障がいにより身体障害者手帳 1～ 3級
　 の交付を受けている人
・ 知的障がいにより療育手帳Ａの交付を受けている人

※令和7年10月分～令和8年3月分の後期分の申請になります。
▶⑤の助成額
 利用券　月額3,000円（年額36,000円）
▶⑤の対象期間　令和8年度分
▶⑤の申請期間 3月9日㈪～31日㈫
※ 4月以降も申請は可能ですが、満額
　支給ではなくなります。

▶①②③の助成額

▶④の助成額
通所距離（片道） 通所回数（月） 助成額（月額）

20㎞以上 2回以上4回未満 3,500円
4回以上    　　　 7,000円

▲①～④に
　ついて
▼⑤について

真庭市
ホームページ

　

介
護
給
付
費
適
正
化
事
業
の
一

環
と
し
て
「
介
護
給
付
費
の
お
知

ら
せ
」
の
発
送
を
年
4
回
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
の
事
業
の
見
直

し
に
よ
り
、
令
和
7
年
度
（
令
和

8
年
2
月
発
送
分
）
を
も
っ
て
発

送
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
度
以
降
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
実
績
に
つ
い
て
は
、
各

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
交
付
さ
れ

る
請
求
書
や
領
収
書
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
者
支
援
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
7
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
9
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

毎
年
3
月
1
日
〜
8
日
は
、
女

性
が
健
康
で
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
す
こ
と
を
支
援
す
る
「
女
性
の

健
康
週
間
」
で
す
。

　

女
性
は
、
月
経
、
妊
娠
・
出

産
、
更
年
期
な
ど
、
年
代
ご
と
に

心
と
体
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

月
経
痛
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
月
経
前
症
候

群
）、
更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性

特
有
の
健
康
課
題
は
、
社
会
全
体

で
年
間
約
3
・
4
兆
円
の
損
失
を

生
む
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
健

康
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、「
自
分

の
体
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と
」
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
定
期
的
に

健
康
診
査
や
が
ん
検
診
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
、
適
度
な
運
動
、
十
分

な
睡
眠
な
ど
の
健
康
的
な
生
活
習

慣
も
大
切
で
す
。
気
に
な
る
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
医
療
機
関
の
受

診
や
、
相
談
窓
口
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

女
性
の
健
康
週
間

健
康
で
充
実
し
た
日
々
へ

令
和
7
年
度（
令
和
8
年
2

月
発
送
分
）で
終
了
し
ま
す

介
護
給
付
費
の
お
知
ら
せ

真庭市キャラクター
まにぞうファミリー
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バイオ液肥を使ってみませんか

ごみと資源の
分別ガイドはこちらから

ごみの分別リストと
収集日の確認はこちらから

真庭市役所環境課

源循環

環境課  資源循環対策室

持続可能なまちへ
℡0867-42-1113

資
で

　真庭市では、地域資源であ
る生ごみなどをバイオ液肥に
リサイクルすることで、可燃ご
みの削減を図っています。

生ごみ収集量
目標 175㌧／月

可燃ごみ排出量

666666...2222222％減減減減減減

143.4トン 134.5トン

R8.1月R7.1月

R8.1月R7.12月

694トン
600トン

（トン）

（トン）

513131313. ％％％％％％％減減減減減減

0
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40

20

120

100

80

160

140

0

800

400

600

200

コース 実習場所 講座回数 開催時期
ぶどうコース 【入門編】 NEW 蒜山地域 4回 6月～9月
ぶどうコース 【実践編】 落合地域 8回 4月～令和9年2月
白ねぎ・なすコース 蒜山･落合地域 5回 4月～11月
花きコース 久世･勝山･蒜山地域 6回 4月～9月

農業を始めたい人へ 4つのコースから選んで受講

任期は3年間 地域の農地を守る

問  JA 晴れの国岡山真庭基幹アグリセンター
  　℡  0867-52-1122(℻1526）

問  農業委員会事務局　℡  0867-42-1676(℻3907）
　  Email：nohgyoh@city.maniwa.lg. jp

　新たに農業を始めたい、生産物を出荷したいという人を対象に、令和8年度「ま
にわいきいき帰農塾」を開講します。栽培未経験の人はもちろん、新たな品目
栽培に挑戦したい人も、ぜひご参加ください。

　任期満了に伴い、農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。両方の委
員に応募することは可能ですが、両方の委員を兼務することはできません。応募
資格など詳しくは、農業委員会事務局、各振興局に備え付けの募集要項や真庭市
ホームページをご覧いただくか、農業委員会事務局までお問い合わせください。

令和8年度
受講者募集まにわいきいき帰農塾

農業委員・農地利用最適化推進委員募集

真庭市
ホームページ

▶受 講 料　各コース1,000円
▶申込方法　JA晴れの国岡山真庭統括本部各アグリセンター、または支店窓口に

受講申込書を提出
▶申込期限　 4月 3日㈮
※複数コースの受講も可能です。応募者多数の場合は新規栽培者を優先します。

▶応募方法　農業委員会事務局、各振興局窓口に備え付けの申請書に必要事項を
記入のうえ、郵送、または窓口で提出

　　　　　　※申請書類は真庭市ホームページからもダウンロード可能です。
▶募集期間　 3月 2日㈪～31日㈫　必着

▶主な業務内容
　農地の権利移動に関する許可、農
地パトロール、農地の集積・集約化、
遊休農地の発生防止・解消など
▶対　　象
　市内在住で、農業に関する識見が
あり、農業委員会の職務を適切に
行うことができる人
▶募集人数　19人
▶報　　酬　35,000円／月　　
▶任　　期
　令和 8年 7月20日～
　令和11年 7 月19日
 真庭市ホームページ▲

▶主な業務内容
　農地パトロール、農地の集積・集
約化、遊休農地の発生防止・解消
など
▶対　　象
　市内在住で、農地利用の最適化の
推進に熱意と識見を有し、担当地
区において活動できる人
▶募集人数　27人
▶報　　酬　32,000円／月
▶任　　期
　令和 8年 7月21日～
　令和11年 7 月19日
 真庭市ホームページ▲

農業委員 農地利用最適化推進委員

Maniwa 12



■
手
続
方
法　

申
請
書
は
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

の
提
出
、
電
子
申
請
で
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
。
紙
で
提
出
す
る
場

合
は
、
秘
書
広
報
課
、
ま
た
は
最

寄
り
の
振
興
局
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
広
報
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
3

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

 

koho@
city.m

aniw
a.lg.jp

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
り
、
草
花

が
咲
き
始
め
る
時
期
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
時
期
、「
け
し
」
の
花
を

見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

け
し
に
は
、
植
え
て
も
よ
い
け
し

と
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
が
あ

り
ま
す
。
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
を
見
つ
け
た
ら
、
保
健
所
、
ま

た
は
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

・
茎
に
毛
が
生
え
て
い
な
い
（
少

な
い
）

・
葉
が
茎
を
包
み
込
ん
で
い
る　

■
市
役
所
で
の
手
続
き
に
必
要
な

も
の
（
②
、
③
に
つ
い
て
は
、
各

申
請
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

・
廃
車
手
続　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

・
譲
渡
手
続　

譲
渡
証
明
書
（
旧

所
有
者
の
署
名
が
必
要
）

※
ど
ち
ら
の
手
続
き
の
場
合
も
届

出
者
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
。

届
出
者
と
申
請
者
が
同
一
世
帯
で

な
い
場
合
は
委
任
状
が
必
要
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
2
4
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

地
域
内
放
送
は
、
自
治
会
や
地

域
自
主
組
織
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
か
ら
所
属
・
管
轄
す
る
範
囲（
エ

リ
ア
、
住
宅
な
ど
）
へ
周
知
連
絡

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
自
治

会
長
な
ど
が
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
使
い
、
放
送
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

自
治
会
長
な
ど
の
代
表
者
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
変
更
の
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

場
合
が
あ
り
ま
す
。　

※
正
し
く
健
康
保
険
が
使
わ
れ
て

い
な
い
と
き
は
、
真
庭
市
が
負
担

し
た
給
付
費（
施
術
費
）を
、
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

　

軽
自
動
車
税
の
賦
課
基
準
日
は

4
月
1
日
で
す
。
軽
自
動
車
に
つ

い
て
、
令
和
8
年
4
月
1
日
ま
で

に
廃
車
や
譲
渡
の
手
続
き
が
で
き

て
い
な
い
場
合
、
令
和
8
年
度
軽

自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
所
有
し
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
必
ず
3
月
31
日
㈫

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
車
種
ご
と
の
申
請
先

車
両
の
種
類
に
よ
っ
て
申
請
先
が

異
な
り
ま
す
。

①
1
2
5
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自

転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕

車
を
含
む
）

↓
税
務
課
、ま
た
は
各
振
興
局
窓
口

②
1
2
5
㏄
超
の
二
輪
車

↓
岡
山
運
輸
支
局

℡  
0
5
0（
5
5
4
0
）2
0
7
2 

③
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車

↓
軽
自
動
車
検
査
協
会

℡  
0
5
0（
3
8
1
6
）3
0
8
4 

　

整
骨
院
、
接
骨
院
で
施
術
を
受

け
る
場
合
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。　

■
国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

①
外
傷
性
の
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、

ね
ん
ざ　
　

※
骨
折
、
脱
臼
に
つ
い
て
は
医
師

の
同
意
が
必
要　

■
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

①
慢
性
的
な
病
気　

②
肩
こ
り
や
、
肉
体
疲
労
か
ら
の

回
復
目
的　

③
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
業
務

中
の
け
が
な
ど　
　

■
施
術
を
受
け
る
際
の
注
意
点　

①
療
養
費
支
給
申
請
書
の
負
傷
原

因
、
負
傷
名
、
受
診
日
数
、
金
額

を
よ
く
確
認
し
、
必
ず
自
分
で
署

名
し
ま
し
ょ
う
。　

※
必
ず
内
容
の
確
認
を
し
て
か
ら

サ
イ
ン
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
同
一
の
け
が
に
つ
い
て
、
病
院
で

の
治
療
と
の
重
複
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
、
内
容

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。　

④
施
術
が
長
引
く
場
合
、
内
科
的

な
要
因
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
医

師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。　

⑤
治
療
内
容
に
つ
い
て
真
庭
市
か

ら
施
術
を
受
け
た
人
へ
確
認
す
る

・
葉
の
ふ
ち
の
切
れ
込
み
が
浅
い

・
葉
が
ロ
ウ
質
を
帯
び
て
い
て

白
っ
ぽ
い　
　
　

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
真
庭
保
健
所
衛
生
課　
　

℡  
0
8
6
7（
44
）2
9
1
8

℻
0
8
6
7（
44
）2
9
1
7

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
閉

庁
日
除
く
）

■
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

北
房
地
域
の
古
墳
な
ど
を
地
域

振
興
に
活
用
す
る
北
房
文
化
遺
産

保
存
会
で
は
、
取
り
組
み
を
広
報

す
る
際
に
使
用
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
最
優
秀
作
品
応
募
者
に
は

1
万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
、
優
秀

作
品
応
募
者
に
は
5
千
円
分
の
図

書
カ
ー
ド
が
進
呈
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
資
格　

誰
で
も
応
募
可
能

■
応
募
期
限

4
月
10
日
㈮
（
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

北
房
文
化
遺

産
保
存
会
（
担
当　

平
城
）

℡  
0
9
0（
7
7
5
2
）2
0
1
0

■
北
房
文
化

遺
産
保
存
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

整
骨
院
・
接
骨
院
に
か
か
る
と
き

国
民
健
康
保
険

軽
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡
手
続

手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で
に

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

北
房
文
化
遺
産
保
存
会

代
表
者
変
更
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

地
域
内
放
送
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」

に
注
意

見
か
け
た
ら
保
健
所
や

警
察
署
に
連
絡
を
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■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

毎
年
市
内
で
開
催
さ
れ
る
ニ
ュ

ー
ガ
ー
デ
ン
映
画
祭
、
今
年
は

第
4
回
目
を
迎
え
ま
す
。「
編
集
」

を
テ
ー
マ
に
、
映
画
祭
が
注
目
す

る
作
品
の
特
集
や
選
り
す
ぐ
り
の

映
画
の
上
映
、
町
の
飲
食
店
と
連

携
し
た
「
シ
ネ
マ
de
飲
み
〜
の
」

な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

な
り
、
気
軽
に
手
に
取
っ
て
読
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
は
こ

の
大
型
本
を
開
き
、
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
て
、
隈
研
吾
事
務
所
の
ス
タ

ッ
フ
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

見
て
い
き
ま
す
。

■
日
時　

3
月
14
日
㈯

午
後
2
時
〜
3
時

■
場
所　

中
央
図
書
館

■
お
話　

茂
中
大
毅
さ
ん
、
墨
屋

百
香
さ
ん
（
隈
研
吾
建
築
都
市
設

計
事
務
所
）

■
定
員　

15
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
話
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限　

3
月
13
日
㈮

■
窓
口
の
変
更

4
月
1
日
以
降
の
問
い
合
わ
せ
、

利
用
予
約
の
窓
口
は
美
甘
振
興
局

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

美
甘
振
興
局
地
域
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
56
）2
6
1
1

℻
0
8
6
7（
56
）2
0
3
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
隈

研
吾
さ
ん
の
建
築
を
紹
介
し
た
、

と
て
も
大
き
な
本
が
あ
り
ま
す
。

開
く
と
幅
が
1
メ
ー
ト
ル
以
上
に

　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
は
、
今
後
の

運
営
方
法
の
検
討
を
行
う
た
め
、

4
月
1
日
㈬
か
ら
宿
泊
関
連
施
設

の
利
用
を
一
時
休
止
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。今
回
の
休
止
に
よ
り
、

利
用
を
予
定
し
て
い
た
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
敷
地

内
の「
美
甘
ド
ー
ム
」お
よ
び「
夢

創
庵
（
加
工
場
）」
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
利
用
可
能
で
す
。
宿
泊

関
連
施
設
の
再
開
時
期
に
つ
い
て

は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
ま
に
わ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

で
す
。
関
連
企
画
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
つ
く
る
映
画
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
3
月
7
日
、8
日

開
催
、
要
予
約
）
も
開
催
。
完
成

作
品
を
映
画
祭
最
終
日
に
プ
レ
ミ

ア
上
映
し
ま
す
。
ま
た
、
随
時
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
で
す
。

■
会
期　

3
月
27
日
㈮
〜
29
日
㈰

■
会
場
お
よ
び
定
員　

・
ビ
ク
ト
リ
ィ
シ
ア
タ
ー
（
真
庭

市
久
世
2
5
8
1
）　

定
員
25
人

・
中
央
図
書
館　

定
員
52
人

■
参
加
費（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

○
鑑
賞
券

・
1
回
券　

前
売
り　

1
0
0
0
円

当
日　

1
3
0
0
円

・
フ
リ
ー
パ
ス　

前
売
り　

5
5
0
0
円

当
日　

6
5
0
0
円

○「
シ
ネ
マ
de
飲
み
〜
の
」チ
ケ
ッ

ト
5
枚
つ
づ
り　

4
0
0
0
円
（
1
枚
で
1
プ
ロ
グ

ラ
ム
観
賞
可
能
）

■
購
入
方
法　

前
売
り
券
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
当
日
券
は
会
場
で
購
入

■
問
い
合
わ
せ
先　

ニ
ュ
ー
ガ
ー

デ
ン
映
画
祭
実
行
委
員
会　

info@
ngff .jp

■
ニ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン

映
画
祭

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

4
月
1
日
か
ら
一
部
休
止
し
ま
す

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

隈
研
吾
さ
ん
の
大
型
本
を

み
て
み
よ
う

中
央
図
書
館

ニ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
映
画
祭

2
0
2
6

映
画
の
祭
典
が
今
年
も
開
催

■問い合わせ先
選挙管理委員会事務局
℡  0867-42-1072（℻  1341）
　　　　   真庭市ホームページ▶

小選挙区選出議員選挙
・当日有権者数　34,324人　
・投票者数　19,166人　
・投票率　55.84％　
・候補者別得票数（獲得票数の順）
　加藤勝信　14,404票
　原田あき子　3,533票

比例代表選出議員選挙　
・当日有権者数　34,324人　
・投票者数　19,167人　
・投票率　55.84％　
・政党別得票数（獲得票数の順）
　自由民主党　9,154票
　中道改革連合　3,895 票
　参政党　1,394票
　国民民主党　1,214票
　日本維新の会　1,105票
　日本共産党　776票
　れいわ新選組　503票
　日本保守党　328票
　社会民主党　231票
　減税日本・ゆうこく連合　215票

最高裁判所裁判官国民審査　
・当日有権者数　34,324人　
・投票者数　18,189人　
・投票率　52.99％

　2月8日に行われた、第51回衆議院議
員総選挙及び第27回最高裁判所裁判
官国民審査の結果をお知らせします（真
庭市の開票区のみ）。

衆議院議員総選挙等
開票結果
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　令和 7年度に実施した「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果をお
知らせします。本調査は小学校 5年、中学校 2年を対象に実施されます。真庭
市の各小中学校では、調査の結果から、児童生徒の体力、運動能力や運動習慣
などを把握、分析し、学校における体育、健康に関する指導などの改善を図っ
ています。市教育委員会では、調査の結果、本市の子どもたちの課題、今後
の取り組みについて市民の皆さんにお伝えし、保護者や地域の皆さんと一体と
なって子どもたちの体力、運動能力の向上を図りたいと考えています。

　現在真庭市では、全国的な流れのもとで「学校部活動の地域展開」に取り組み、市内のスポーツ・文化活
動の環境を見直しています。令和8年度から休日は部活動を行わず、認定地域クラブの活動がスタートして
いきます。子どもたちの「やりたい！」という気持ちを叶えられるように、関係団体と協力しながら、こ
れからも取り組みを進めていきます。
　真庭の子どもたちの良さである「運動を楽しむ気持ち」や「体力」を基盤に、今後も運動・スポーツ活
動を通じて、真庭市が目指す「確かな学力と豊かな心を備え、夢をもって自ら学ぶ子どもの育成」の具現
化に引き続き取り組みます。今後とも教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　実技集計の結果は、ほぼ全ての種目で全国値より高くなっており、体力合計得点の平均値でも、全国、県
の平均値を上回っていることが分かります。しかし、学年によっては全国の平均値を下回る種目があるため、
それぞれの課題を分析し、各校で取り組みを進めていきます。
　「運動やスポーツをすることは好きですか」「体育（中学校は保健体育）の授業は楽しいですか」といっ
た質問に対しては、肯定的（好き・やや好き）な回答の割合が高くなっています。その他の質問調査の結

果からも、真庭市の子ど
もたちの運動やスポーツ
に対する意欲や関心が高
いことが分かります。
　一方で、「毎日どのく
らい寝ていますか」の質
問項目から、真庭市の子
どもたちが全国や県と比
べて睡眠時間が短い傾向
にあることが分かります。
下校後や休日の過ごし方、
就寝時間について、ぜひ
家庭でも話題にしていた
だけたらと思います。

令和7年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 真庭市結果概要
問  学校教育課
　  ℡  0867-42-1087
　  ℻0867-42-1416

真庭市
ホームページ▶

 調査結果（岡山県の値は岡山市を除いた値）

 真庭市が目指す教育に向けて

好き やや好き
小
５
男
子

全　国 72.7% 20.7%
岡山県 74.5% 20.1%
真庭市 80.9% 14.8%

小
５
女
子

全　国 54.1% 31.7%
岡山県 55.4% 31.7%
真庭市 50.5% 36.8%

10以上 9～10 8～9 7～8 6～7 6未満
小
５
男
子

全　国 10.8% 28.2% 32.8% 17.2% 7.5% 3.5%
岡山県 9.9% 28.8% 33.5% 16.7% 7.2% 3.9%
真庭市 5.0% 29.8% 38.5% 18.0% 5.6% 3.1%

小
５
女
子

全　国 10.1% 30.2% 33.5% 16.7% 7.2% 2.4%
岡山県 9.6% 30.8% 34.2% 16.0% 7.0% 2.4%
真庭市 8.2% 25.3% 41.8% 18.1% 5.5% 1.1%

10以上 9～10 8～9 7～8 6～7 6未満
中
２
男
子

全　国 3.0% 8.9% 26.3% 36.1% 19.7% 6.1%
岡山県 3.7% 9.0% 25.6% 35.7% 20.1% 5.9%
真庭市 1.5% 6.6% 22.8% 37.5% 25.7% 5.9%

中
２
女
子

全　国 1.6% 6.3% 20.4% 35.4% 27.6% 8.6%
岡山県 1.7% 6.6% 21.3% 36.9% 25.6% 7.9%
真庭市 0.9% 2.7% 21.4% 31.3% 33.0% 10.7%

楽しい やや楽しい
小
５
男
子

全　国 73.7% 20.9%
岡山県 75.6% 19.5%
真庭市 77.5% 16.9%

小
５
女
子

全　国 56.9% 31.2%
岡山県 58.0% 30.4%
真庭市 53.9% 35.6%

好き やや好き
中
２
男
子

全　国 66.4% 24.7%
岡山県 68.6% 23.5%
真庭市 66.2% 27.2%

中
２
女
子

全　国 43.0% 34.3%
岡山県 45.6% 35.3%
真庭市 51.8% 29.5%

▼運動 （体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか

▼毎日どのくらい寝ていますか（単位：時間）

▼体育（中学校は保健体育）の授業は楽しいですか
楽しい やや楽しい

中
２
男
子

全　国 56.8% 36.4%
岡山県 62.8% 31.7%
真庭市 61.8% 30.9%

中
２
女
子

全　国 38.0% 46.2%
岡山県 43.5% 44.0%
真庭市 49.1% 39.3%

岡山県　　真庭市　　全国

50.2
50.8

49.9

51.7

50.5
51.3

50.5
51.3

52.5

50.1

51.4

52.8
52.3

51.6 51.6

52.5
51.8

53.6

48

49

50

51

52

53

54

岡山県 真庭市

小 5男子

握力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび

20m
シャト
ルラン

50m
走

立ち
幅とび

ソフト
ボール
投げ

体力
合計点

50.7
49.7

50.9
51.4

49.3

50.9 50.8
51.4 51.1

53.1

50.5 50.1

48.8
49.5

52.9

51.1

53.3

52.0

46.0

48.0

50.0

52.0

54.0

岡山県 真庭市

中 2男子

握力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび

20m
シャト
ルラン

50m
走

立ち
幅とび

ソフト
ボール
投げ

体力
合計点

50.3 50.3
49.4

51.8

50.6
51.3 51.4

50.8
51.3

52.3

49.8

51.1
52.0

50.9 50.7
51.3

52.2
51.7

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

岡山県 真庭市

小 5女子

握力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび

20m
シャト
ルラン

50m
走

立ち
幅とび

ソフト
ボール
投げ

体力
合計点

50.9 50.7 50.5 50.5 50.7 50.8 50.6
52.1 52.6 52.4 52.3

50.0
51.9 51.9

55.7
53.5

44.0
46.0
48.0
50.0
52.0
54.0
56.0
58.0

岡山県 真庭市

中 2女子

握力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび

20m
シャト
ルラン

50m
走

立ち
幅とび

ソフト
ボール
投げ

体力
合計点

▼体力合計得点と各種目の平均（全国値を50とした値）

49.148.9
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◎テーマは
「連休」です。
５月といえば大型連休。思
い出や、連休にしたいこと
などについて、200字程度で
お寄せください。
◎川柳の兼題は
「働く」です。

お便り・川柳は、同封した
はがきをご利用ください。
締め切りは3月25日㈬です。

　

昔
の
卒
業
式
は
お
母
さ
ん
方
が

制
服
の
羽
織
を
着
物
の
上
に
羽
織

り
「
い
ざ
、
ゆ
か
ん
。
我
が
子
の

卒
業
式
へ
！
」
気
合
い
が
入
っ
て

い
ま
し
た
ね
ぇ
。
近
年
は
両
親
そ

ろ
っ
て
仲
良
く
卒
業
式
へ
。
時
代

の
反
映
？
私
の
娘
の
中
学
の
卒
業

式
は
大
変
で
し
た
。
そ
の
学
年
は

荒
れ
、
教
室
の
机
は
壊
さ
れ
、
ト

イ
レ
の
ド
ア
も
な
く
、
部
室
は
煙

草
の
吸
い
殻
、
先
生
の
自
転
車
は

屋
根
の
上
へ
。
卒
業
式
は
警
察
が

介
入
し
ま
し
た
が
、
子
供
一
人
一

人
は
と
て
も
素
直
な
良
い
子
で
。

ど
こ
か
に
は
け
口
が
欲
し
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
時
が
過
ぎ
、
今

で
は
と
て
も
良
い
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
と
な
り
、
我
が
子
の
卒

業
式
を
迎
え
ら
れ
た
事
で
し
ょ

う
。
不
思
議
な
事
に
、
あ
れ
だ
け

ヤ
ン
チ
ャ
を
し
た
子
ど
も
た
ち
は

親
孝
行
者
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
大

人
に
成
長
し
て
い
る
の
で
す
。
中

学
を
ヤ
ン
チ
ャ
で
過
ご
し
、
ヤ
ン

チ
ャ
を
り
っ
ぱ
に
卒
業
し
、
真
庭

を
背
負
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ね
。
卒
業
と
は
単
な
る
学
業
修

了
以
上
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
門

出
？
一
つ
の
時
代
の
終
わ
り
と

新
た
な
始
ま
り
、
人
生
の
節
目
で

し
ょ
う
か
？
さ
あ
、
い
く
つ
に

な
っ
て
も
卒
業
、
旅
立
ち
は
有
る

も
の
で
す
。
卒
業
を
新
た
な
章
の

始
ま
り
と
捉
え
、
前
に
進
み
ま

し
ょ
う
！

　

卒
業
の
季
節
で
す
。
青
春
を
過

ご
し
た
学
校
や
先
生
方
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
に
旅
立
つ
友
人
た
ち
と
の

別
れ
。
送
る
側
の
在
校
生
は
尊
敬

す
る
先
輩
方
と
の
お
別
れ
も
あ
る

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《5月号読書の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

   「
卒
業
」

▲PN おはようさん

▲PN まつおななさん▲PN ホットコーヒーさん

「
ヤ
ン
チ
ャ
な
卒
業
式
」

PN
う
〜
ち
ゃ
ん
さ
ん（
栗
原
）

詳
くわ

しく知
し

りたい場
ば

合
あい

は、真
ま

庭
にわ

市
し

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターにお問
と

い合
あ

わせ
ください。 TEL：0867-42-1080　Email：hattatsu@city.maniwa. lg. jp

平
へい

成
せい

19年
ねん

12月
がつ

18日
にち

の国
こく

連
れん

総
そう

会
かい

において、毎
まい

年
とし

4月
がつ

2日
にち

を「世
せ

界
かい

自
じ

閉
へい

症
しょう

啓
けい

発
はつ

デー」と定
さだ

めることとされ、世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

において自
じ

閉
へい

症
しょう

に関
かん

する啓
けい

発
はつ

の取
と

り組
く

みが行
おこな

わ
れています。日

に

本
ほん

では、4月
がつ

2日
にち

から8日
にち

までを「発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

啓
けい

発
はつ

週
しゅう

間
かん

」と
して、シンポジウムの開

かい

催
さい

や、発
はっ

達
たつ

障
しょう

がい啓
けい

発
はつ

のシンボルカラーである
「癒

いや

し」「希
き

望
ぼう

」を表
あらわ

す青
あお

色
いろ

でライトアップなどの活
かつ

動
どう

に取
と

り組
く

んでいま
す。真

ま

庭
にわ

市
し

でも家
か

庭
てい

や社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

の理
り

解
かい

が進
すす

むよう、旧
きゅう

遷
せん

喬
きょう

尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

をブルーライトアップする予
よ

定
てい

です。自
じ

閉
へい

症
しょう

を始
はじ

め、発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいの特
とく

性
せい

な
どについて知

し

っていただく機
き

会
かい

であり、市
し

内
ない

各
かく

図
と

書
しょ

館
かん

でも関
かん

連
れん

図
と

書
しょ

の展
てん

示
じ

（4月
がつ

30日
にち

まで）と貸
かし

出
だし

を行
おこな

います。ぜひお立
た

ち寄
よ

りいただきご覧
らん

ください。

毎
まい

年
とし

4月
がつ

2日
にち

は「世
せ

界
かい

自
じ

閉
へい

症
しょう

啓
けい

発
はつ

デー」です 

「
涙
が
出
ち
ゃ
う
」

PN
あ
れ
こ
れ
さ
ん（
本
庄
）
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小
こ

谷
だに

梓
し

月
ずく

ちゃん
R7. 3.4生まれ（勝山）
○応  沙優さん（母）

安
あん

藤
どう

凜
りん

和
な

ちゃん
R7. 3.18生まれ（多田）
○応  嘉規さん・詩保子さん（両親）

髙
たか

野
の

陽
ひなた

向ちゃん
R7. 3.19生まれ（下中津井）
○応  敬大さん・里香さん（両親）

近
こん

藤
どう

優
ゆ

月
づき

ちゃん
R7. 3.7生まれ（開田）
○応  聡さん・優香さん（両親）

藤
ふじ

田
た

彗
す

以
い

くん
R7. 3.24生まれ（余野上）
○応  亮太さん・雅子さん（両親）

山
やま

口
ぐち

 瑛翔くん
R7. 3.16生まれ（多田）
○応  達也さん・薫さん（両親）

で
し
ょ
う
。
自
分
の
場
合
、
保
育

園
か
ら
中
学
校
ま
で
ク
ラ
ス
の
顔

ぶ
れ
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
次
の
校

舎
は
目
と
鼻
の
先
。
卒
業
式
の
何

が
悲
し
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
当
日
は
な
ぜ
か

涙
が
出
ち
ゃ
う
。
感
動
し
た
の
か

周
り
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
た
の
か
。

新
し
い
環
境
を
受
け
入
れ
る
の

に
、
涙
を
流
す
こ
と
っ
て
大
事
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

高
校
卒
業
を
控
え
て
い
ま
す
が
、

い
っ
た
ん
真
庭
を
出
て
し
ま
い
ま

す
。
夢
を
叶
え
、
真
庭
に
「
た
だ

い
ま
」
を
伝
え
に
帰
っ
て
き
て
、

も
う
一
度
真
庭
で
暮
ら
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
高
校
卒
業
と
同
時
に

10
年
間
続
け
た
習
字
も
卒
業
し
ま

す
。
真
庭
で
支
え
て
く
れ
た
全
て

の
人
に
感
謝
を
。

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

MITホームページ
二次元コード▶ 

◆みまさか自慢
岡山県北の５つのケーブルテレビ局の共同制作番組です。今月のテーマは、
「パン」。岡山県北の人気のパン、こだわりパン、変わったパン職人も紹介
します。真庭いきいきテレビからは、北房・落合の長年愛されているパン
を紹介しますのでお楽しみに！
◆市役所通信
この番組では真庭市の事業や施策、地域の取り組みをご紹介しています。暮
らしに役立つ情報や市が力を入れている事業など、市の担当職員にも出演い
ただきながらお伝えします。ミテ見て広報真庭のコーナーではこの広報紙
を作成している職員と一緒に、毎月の広報紙の見どころを紹介しています。

二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp

「
い
っ
て
き
ま
す
」

PN
な
ま
ち
ゃ
さ
ん（
目
木
）

えいしょう
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ス
ポ
ー
ツ
大
会
楽
し
か
っ
た
よ

今
井
一
翔
さ
ん（
久
世
）

　

い
つ
も
遊
ん
で
い
る
友
逹
と
勝

山
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
楽
し
み
ま
し

た
。
体
育
の
授
業
や
普
段
の
遊
び

と
違
っ
て
、
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
難

し
か
っ
た
で
す
。
特
に
卓
球
バ

レ
ー
は
、
思
い
通
り
に
ピ
ン
ポ
ン

球
が
打
て
ず
に
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。で
も
、た
く
さ
ん
の
チ
ー

ム
と
対
戦
で
き
た
し
、
友
逹
と
一

緒
に
が
ん
ば
っ
た
の
で
最
後
は
楽

し
く
終
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
来
年

も
参
加
し
た
い
で
す
。

地
域
の
歴
史
を
知
っ
て

鎌
尾
八
百
一
さ
ん（
社
）

　

社
地
域
振
興
協
議
会
の
歴
史
環

境
部
会
で
部
会
長
を
し
て
い
ま

す
。
部
会
で
は
社
地
区
の
歴
史
を

学
ぶ
講
座
や
地
域
の
史
跡
の
観
光

ガ
イ
ド
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

若
い
頃
、
先
達
か
ら
地
元
の
歴
史

を
教
わ
る
中
で
そ
の
奥
深
さ
を
知

り
、
た
く
さ
ん
の
人
に
社
地
区
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

数
十
年
活
動
し
て
い
ま
す
。
社
地

区
に
来
て
く
れ
る
人
、
特
に
リ
ピ

ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
人
た
ち

に
常
に
新
鮮
な
驚
き
を
与
え
た
い

と
思
い
、
新
し
い
発
見
を
探
し
て

地
域
の
歴
史
研
究
を
欠
か
さ
ず

行
っ
て
い
ま
す
。

友
達
と
一
緒
に
ス
キ
ー
学
習
！

榎
本
燈
人
さ
ん
（
蒜
山
上
福
田
）

　

川
上
小
学
校
の
み
ん
な
と
、
ひ

る
ぜ
ん
ベ
ア
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
に

ス
キ
ー
学
習
に
来
ま
し
た
。
僕
は

普
段
か
ら
家
族
で
よ
く
滑
り
に
来

て
い
て
、
ジ
ャ
ン
プ
台
を
使
っ
た

り
技
に
挑
戦
し
た
り
す
る
の
が
好

き
で
す
。
家
族
は
み
ん
な
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
し
て
い
る
の
で
、
僕
も

こ
れ
か
ら
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
今
日
は
学
校
の
友
達
と

一
緒
に
滑
れ
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

真庭市立美甘図書館

今月のおすすめの本

〒717-0105 真庭市美甘4134
TEL0867-56-2613 FAX0867-56-2033
開館時間 9:00~17:00 
休館日 毎週月曜日､年末年始

50代以降の女性の体型を元
に作られた、着心地よし、
デザインよしの実物大型紙
つき。着物のほどき方から
扱い方などくわしく丁寧に
解説をしているので、着物
リメイクがはじめての方で
も楽しめる 1冊です。

『着物リメイクパーフェクトBOOK』
まるやま はるみ／著　日本ヴォーグ社

明治時代の美しい「ちりめ
ん本」から、小泉八雲作品
を当時の誌面のままに集
成。「猫を描いた男の子」「化
け蜘蛛」など全 5話が、日
本語訳とともに収録されて
います。

『Japanese Fairy World by Lafcadio Hearn
  ちりめん本小泉八雲のふしぎな昔話』
小泉八雲／著　尾崎るみ／監修　
浜名那奈／訳　東京美術

アニメ化、漫画化され150
万部超えのベストセラー
『NO.6』が14年ぶりの新シ
リーズ『NO.6再会』シリー
ズとしてスタート。偽りの
理想都市「NO.6」を崩壊
させ、ネズミが去ってから
2年後。紫苑とネズミが、
再び動き出す。

『NO．6再会 ＃1』
あさのあつこ／著　toi8／絵　講談社

『きょうりゅう、なにいろ？』
そく ちょるうぉん／絵　聞かせ屋。けいたろう／文
KADOKAWA
恐竜って何色なんだろう。
もしもティラノサウルス
が赤だったら、どんなか
んじかな。好きな色で想
像してみよう。子どもの
自由な想像力をみがく絵
本です。

▲ PNみるく＆ここあさん ▲ PN まこさん
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もっと手話のことを
知りたい時は

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『ひな祭り・耳の日』
手話：久世手話サークルやまびこ

岩本 朝美さん

今回の手話を
動画で見てみよう

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

耳の日
①耳たぶをつまみます。
②親指と人差し指を横に向けてコの字
　にします（「日」という手話）。

ひな祭り
お内裏さまが笏を持つように、両手を
胸の前で上下にそろえて構えます。

②親指と人差し指

耳の日
①耳たぶをつまみ
②親指と人差し指

岩本朝美さん岩本 朝美さん

祭り
さまが笏を持つように、両
で上下にそろえて構えます

を横に向けてコの字を横
。
横に向けてコの字
。
横

ます。
を横

しゃく

初
恋
の
願
い
が
か
な
っ
た
共
白
髪　
　
　
　

黒
田
典
男　
　

久
世

叶
う
な
ら
私
二
十
歳
に
戻
り
た
い　
　
　
　

竹
井
雪
江　
　

勝
山

叶
う
な
ら
60
代
に
戻
り
た
い　
　
　
　
　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

願
い
事
ひ
と
つ
叶
っ
て
次
の
夢　
　
　
　
　

月
あ
か
り　
　

組

宝
く
じ
願
い
叶
わ
ず
紙
く
ず
に　
　
　
　
　

す
ず
め　
　
　

上
水
田

叶
う
よ
う
手
の
ひ
ら
合
わ
せ
無
の
こ
こ
ろ　

柴
田
裕
子　
　

湯
原
温
泉

叶
う
な
ら
お
詫
び
が
し
た
い
亡
父
さ
ん　
　

ふ
み
こ　
　
　

下
方

叶
う
な
ら
亡
き
両
親
と
し
ゃ
べ
り
た
い　
　

野
田
八
重
子　

栗
原

叶
う
な
ら
百
歳
の
世
を
見
る
ま
で
は　
　
　

有
若
日
出
子　

勝
山

流
れ
星
夢
よ
叶
え
と
願
い
こ
め　
　
　
　
　

く
ま
ち
ゃ
ん　

上
市
瀬

ク
ラ
ウ
ン
は
叶
わ
ぬ
夢
で
軽
四
輪　
　
　
　

酔
翁　
　
　
　

勝
山

叶
う
よ
り
叶
わ
ぬ
夢
の
多
い
こ
と　
　
　
　

匿
名
希
望　
　

落
合
垂
水

御
先
祖
へ
願
い
が
叶
い
朝
の
膳　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

夢
叶
う
ま
ず
は
一
献
神
棚
へ　
　
　
　
　
　

か
し
子　
　
　

樫
東

夢
叶
う
喜
寿
を
迎
え
て
尚
元
気　
　
　
　
　

大
原
良
治　
　

上
水
田

夢
叶
う
夫
婦
元
気
で
ダ
イ
ヤ
婚　
　
　
　
　

こ
す
も
す　
　

上
水
田

努
力
し
て
夢
を
叶
え
た
春
つ
か
む　
　
　
　

梨
沙　
　
　
　

杉
山

〈
軸
吟
〉
夢
叶
い
晴
れ
の
舞
台
の
幕
が
開
く　

永
田
寿
道

縁の下の力持ち
ひるぜん雪恋まつりに向け、1月28日に岡山学芸館高校の生徒たちが、か
まくら作りを手伝いました。高校生は、雪を踏み固めながら高さ約3m
もの巨大なかまくらを作り、会場の雪かきなどを行っていました。

今
月
の1枚

川柳  「叶う」 選：真庭川柳協会　永田寿道さん

▲ PN 藍梨さん
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よ
う
に
、
出
産
や
子
育
て
に
悩
む
マ
マ
や
パ
パ
を
見
守
り

た
い
。
咲
月
助
産
院
の
看
板
の
月
と
星
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

で
あ
り
樋
口
さ
ん
か
ら
来
院
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
妊
娠
期
間
中
か
ら
助
産
院
や
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
な
ど
に

来
て
助
産
師
と
つ
な
が
っ
て
い

て
ほ
し
い
。
マ
マ
や
パ
パ

が
自
信
を
持
っ
て
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
き

て
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
手
助
け
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
」。

出
産
や
子
育
て
に
悩
む

マ
マ
や
パ
パ
の
力
強
い

味
方
で
す
。

対
面
だ
か
ら
こ
そ
話
せ
る
こ
と
が
あ
る

　
「
産
後
う
つ
に
な
る
の
は
マ
マ
だ
け
で
は
な
く
、
パ
パ

も
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
期
間
中
に
お
互
い
に

よ
く
話
し
合
っ
て
ね
。
出
産
し
た
ら
時
間
は
な
い
。
何
事

も
仕
込
み
が
８
割
で
す
よ
」。
こ
れ
か
ら
出
産
を
迎
え
る
マ

マ
と
パ
パ
の
た
め
の
、
学
び
と
相
談
の
場
で
あ
る
パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ス
で
樋
口
さ
ん
の
声
が
響
き
ま
す
。
樋
口
さ
ん
は
市
内

で
２
カ
所
あ
る
助
産
院
の
一
つ「
咲さ

月つ
き
助
産
院
」の
助
産
師
。

産
前
産
後
や
子
育
て
に
伴
う
マ
マ
や
パ
パ
の
悩
み
の
解
消

法
に
つ
い
て
共
に
考
え
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
学
校
で
看
護
師
を
目
指
す
中
、
助
産
師
の
選
択
肢
を

知
っ
た
と
い
う
樋
口
さ
ん
。
妊
娠
出
産
で
劇
的
に
変
わ
る
女

性
の
体
に
興
味
を
深
め
、
こ
の
道
に
進
も
う
と
思
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
病
院
で
の
激
務
や
退
院
さ
れ
た
マ
マ
へ
の

心
配
か
ら
、
も
っ
と
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
た
い
、
地
域

で
働
き
た
い
と
感
じ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。「
助
産
院
を
開

業
し
た
今
は
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
取
っ
て
そ
の
人
の
悩
み

に
向
き
合
え
る
。
開
業
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」。
令

和
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
無
縁
だ
っ
た
大
人
が
、
初
め
て
接

す
る
の
が
わ
が
子
と
い
う
例
が
増
え
て
い
ま
す
。「
情
報
が

あ
ふ
れ
る
中
、
対
面
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
人
に
合
っ
た
情

報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
マ
や
パ
パ
に
は
安
心

し
て
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
樋
口
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

つ
ら
さ
か
ら
流
す
涙
を
な
く
し
た
い

　
「
誰
か
は
絶
対
見
て
る
か
ら
、
大
丈
夫
」。
樋
口
さ
ん
の

心
に
残
る
母
の
言
葉
で
す
。
静
か
に
優
し
く
照
ら
す
月
の

樋口 美貴子   
Higuchi    MikikoHiguchi    Mikiko

2026
72

看板にはメッセージを
込めたロゴマークが

　助産師。結婚を機に夫の実家がある真庭市に
移住し、自宅で助産院を開業。落合病院での夜
勤や、パパママクラスなどで講師を行う。夜空
を見上げるのが好きで、日課は夜の散歩。夫と
バイクでツーリングするのが趣味。
（助産院の利用には真庭市の産後ケア事業が利用可能）

樋口 美貴子さん （見尾）

パパママクラスでの指導の様子



　

肺
が
ん
は
日
本
に
お
い
て
死
亡

率
が
高
い
が
ん
の
一
つ
で
す
。
が

ん
死
亡
数
の
統
計
で
は
、
男
性
は

肺
が
ん
で
亡
く
な
る
人
が
最
も
多

く
、
女
性
は
大
腸
が
ん
に
次
い
で

2
番
目
に
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
肺
が
ん
は
初
期
の
段

階
で
は
自
覚
症
状
が
少
な
く
、
進

行
し
て
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
定
期
的
な
検
診
が
と

て
も
重
要
で
す
。
特
に
喫
煙
者
や

肺
が
ん
の
家
族
歴
が
あ
る
人
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

肺
が
ん
検
診
に
は
い
く
つ
か
の

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
Ⅹ
線
を

使
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
胸
部
Ｃ
Ｔ
を
用

い
た
検
査
で
す
。

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
、
Ⅹ

線
を
使
っ
て
肺
の
状
態
を
「
影
」

と
し
て
映
し
出
し
、
大
ま
か
な
異

常
の
有
無
を
確
認
す
る
方
法
で

す
。
撮
影
は
短
時
間
で
済
み
、
被

ば
く
量
も
少
な
く
、
費
用
が
比
較

的
安
い
た
め
、
多
く
の
人
が
受
け

や
す
い
検
査
で
す
。

　

肺
が
ん
検
診
で
広
く
用
い
ら
れ

お話：金田病院  放射線科医長  三船 啓文さん（放射線診断専門医・肺がんCT検診認定医師）  
　　   問  TEL 0867-52-1191（FAX1917）

肺がん検診の重要性について

肺
が
ん
は
早
期
発
見
が
大
事
で
す

定
期
的
な
検
診
が
重
要

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

間
ド
ッ
ク
や
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
胸
部
Ｃ

Ｔ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
詳
細
な
検
査
を
希
望
す

る
人
や
、
喫
煙
歴
が
長
い
人
、
家

族
に
肺
が
ん
の
人
が
い
る
な
ど
、

肺
が
ん
の
リ
ス
ク
の
高
い
人
に
は

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　

自
分
に
合
っ
た
方
法
を
選
ん
で

定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と

で
、
肺
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
胸
部

Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
医
師
が
画
像
を
見

て
異
常
が
あ
る
か
を
判
断
し
ま

す
。
最
近
は
こ
こ
に
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
が
加
わ
り
、医
師
の
「
頼

れ
る
相
棒
」
と
し
て
活
躍
し
始
め

て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
大
量
の
画
像

を
学
習
し
て
い
る
た
め
、
画
像
を

す
ば
や
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で

き
、
医
師
が
見
つ
け
に
く
い
よ
う
な

小
さ
な
病
変
も
見
つ
け
る
手
助
け
を

し
て
く
れ
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
、
異
常

が
あ
り
そ
う
な
部
位
を
カ
ラ
ー
で

表
示
し
、
ま
た
異
常
が
あ
る
可
能

性
を
数
値
で
示
す
こ
と
も
で
き
、

「
こ
こ
が
少
し
怪
し
い
で
す
」「
肺

が
ん
の
可
能
性
が
●
㌫
で
す
」
な

ど
、
医
師
が
判
断
し
や
す
い
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は

あ
く
ま
で
見
落
と
し
を
防
い
で
判

断
材
料
を
増
や
す
た
め
の
補
助
役

で
あ
り
、
医
師
と
Ａ
Ｉ
が
協
力
す

る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
で
質
の
高

い
検
診
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

肺
が
ん
検
診
で
広
く
用
い
ら

れ
る
の
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
異
常
影

が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
精
密
検

査
と
し
て
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
い
ま

す
。
ま
た
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
人

て
お
り
、
メ
リ
ッ
ト
は
、
手
軽
に

受
け
ら
れ
る
こ
と
、
異
常
影
の
有

無
を
す
ぐ
に
判
断
で
き
る
こ
と
で

す
。一
方
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、特
に
2

㌢
未
満
の
小
さ
な
病
変
や
早
期
の

肺
が
ん
は
検
出
が
難
し
い
と
さ
れ

る
こ
と
、
炎
症
や
良
性
腫
瘍
な
ど

肺
が
ん
以
外
の
病
気
と
の
区
別
が

難
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
よ
り
も
詳
細
に
肺
の
内
部

を
確
認
で
き
る
検
査
で
す
。
Ⅹ
線

を
使
っ
て
肺
の
断
面
画
像
を
撮
影

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
解
析
す

る
こ
と
で
、
小
さ
な
腫
瘍
も
発
見

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
検
出
感
度
が
高

く
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
は
見
逃

さ
れ
る
小
さ
な
早
期
肺
が
ん
を
発

見
し
や
す
い
こ
と
で
す
。
喫
煙
歴

が
長
い
人
や
家
族
に
肺
が
ん
の
人

が
い
る
な
ど
、
肺
が
ん
の
リ
ス
ク

が
高
い
場
合
に
は
、
特
に
Ｃ
Ｔ
検

査
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
一
方
デ
メ

リ
ッ
ト
は
、
放
射
線
量
が
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
よ
り
多
く
被
ば
く
量
が

増
え
る
た
め
、
頻
繁
な
検
査
は
推

奨
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
費
用
が
高

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査

人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）を
使
っ
た
診
断

ど
の
検
査
を
選
べ
ば
い
い
？

胸部CT検査 胸部レントゲン検査

通常の画像 通常の画像AI画像 AI画像
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ひ
る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り
が
1
月
31
日
と

2
月
1
日
にG

REEN
able H

IRU
ZEN

と
ヒ
ル
ゼ
ン
高
原
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

小
さ
な
バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
雪
の
土
台
を
思

い
思
い
に
仕
上
げ
た
ミ
ニ
か
ま
く
ら
は
、

夜
に
な
る
と
明
か
り
が
灯
さ
れ
幻
想
的
に

会
場
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。
高
さ
約
3
㍍

の
巨
大
か
ま
く
ら
に
入
り
写
真
撮
影
を
楽

し
む
人
や
、
子
ど
も
た
ち
大
興
奮
の
雪
の

中
で
の
お
菓
子
探
し
な
ど
、
訪
れ
た
人
は

蒜
山
の
冬
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
遷
喬
小
学
校
が
1
月

27
日
に
開
か
れ
、
勝
山
高
校
の
生
徒
と
児

童
が
運
動
を
通
し
て
交
流
し
ま
し
た
。
勝

山
高
校
が
高
校
の
Ｐ
Ｒ
と
生
徒
の
進
路
選

択
や
将
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
狙
い
、
授

業
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
て
、

音
楽
に
合
わ
せ
た
ジ
ャ
ン
プ
や
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
な
ど
の
内
容
を
高
校
生
が
考
え
ま
し

た
。
生
徒
は
児
童
が
分
か
る
よ
う
工
夫
し

て
説
明
し
な
が
ら
積
極
的
に
声
を
か
け
た

り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
交
わ
し
た
り
し
て
催

し
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

観覧車を背景にミニかまくら作り

児童の様子に目を配りながら取り組む高校生

真
庭
の
冬
の
風
物
詩

ひ
る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り

年
齢
を
超
え
て
運
動
で
交
流

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
遷
喬
小
学
校

田中照惠さん（下河内）1月23日生まれ

有松久之さん（多田）2月11日生まれ

福井喜子さん（組）1月20日生まれ

杉山志子さん（西原）1月22日生まれ

百歳おめでとうございます百歳おめでとうございます
これからもどうぞお元気でこれからもどうぞお元気で

　

市
内
で
福
井
喜
子
さ
ん
、
杉
山
志
子
さ
ん
、
田
中

照
惠
さ
ん
、
有
松
久
之
さ
ん
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
が
口
ぐ
せ
の
福
井

さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
体
操
を
し
た
り
し
て
穏

や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
編
み
物
が
好
き
な
杉

山
さ
ん
は
、
家
族
に
会
っ
た
り
塗
り
絵
を
し
た
り
す

る
こ
と
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
中
さ
ん
は

孫
や
ひ
孫
、
や
し
ゃ
ご
に
会
う
の
が
楽
し
み
で
、
だ

ら
だ
ら
し
な
い
生
活
が
長
寿
の
秘
け
つ
と
の
こ
と
で

す
。
有
松
さ
ん
は
毎
日
の
散
歩
が
日
課
で
、
大
き
な

声
で
笑
う
こ
と
が
長
寿
の
秘
け
つ
と
の
こ
と
で
す
。
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まちの話題

2
月
15
日
、
湯
原
の
社
地
域
の
歴
史
を

学
ぶ
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
就
実
大
学

人
文
学
部
の
教
授
で
、
中
世
の
日
本
の
寺

社
や
地
域
の
人
と
宗
教
と
の
関
わ
り
を

専
門
と
し
て
い
る
苅
米
一
志
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
社
地
域
に
あ
る
8
つ
の
式
内
社
、

通
称
式
内
八
社
の
歴
史
を
深
堀
し
ま
し
た
。

苅
米
さ
ん
は
当
時
の
日
本
人
の
信
仰
や
朝

廷
の
動
き
な
ど
か
ら
式
内
八
社
が
ど
の
よ

う
に
日
本
の
歴
史
の
中
に
現
れ
た
の
か
解

説
し
、
地
域
内
外
か
ら
参
加
し
た
人
た
ち

は
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

2
月
3
日
、
真
庭
市
出
身
で
、
真
庭
大

使
と
し
て
も
活
動
す
る
俳
優
、
歌
手
の
岸

田
敏
志
さ
ん
に
「
一
日
税
務
署
長
」
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
（e-Tax

）
と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
ア
プ
リ
を
連
携
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
確
定
申
告
書
の
作
成
が
で
き
る
「
ス

マ
ホ
申
告
」
を
久
世
税
務
署
長
の
手
ほ
ど

き
に
よ
り
模
擬
体
験
。
真
庭
市
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ま
に
ぞ
う
」
ら
も
登
場
し
ス
マ
ホ

申
告
Ｐ
Ｒ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
、
岸
田
署

長
と
利
便
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

講師の苅米さんの解説に耳を傾ける参加者

「確定申告はスマホで自宅から」と岸田”署長”

甘味があり風味も良い、湯
原地域特産の青大豆キヨミ
ドリを使ったみその仕込み
作業が本庄の加工場で行わ
れました。仕込みが行われ
たみそは10カ月間熟成され
た後、JAや道の駅の直売所
などで販売されます。

1/27 まろやかな風味  味わって

第19回「月田コミュニティ
ーの集い」が開催され、地
域住民が文化作品や芸能を
披露しました。会場の月田
公民館では作品展示のほ
か、地域の青壮年で作る新
和会の創作劇が披露され、
大いに盛り上がりました。

2/1 長年続く地域の交流の場

エスパスセンターで、犬を
モチーフにしたお菓子入れ
をつくるバルーンアート体
験が行われました。参加者
は、講師の野村昌子さんか
ら結び方のコツなどを教わ
り、楽しそうに制作してい
ました。

2/8 笑顔広がるバルーンアート

勝山スポーツ大会が開かれ
二つの部でそれぞれ優勝を
争いました。三種競技の部
は、誰でも楽しめるように
毎年内容を変えています。
参加者は初めて体験する競
技に苦戦しながらも、楽し
くプレーしていました。

2/11 老若男女がスポーツで交流

320年以上の歴史を誇る北房
ぶり市が、呰部商店街で開
催されました。新鮮なブリ
が並んだ「ぶり小屋」や、
ぶり雑煮を販売するお店が
人気で、市内外から訪れた
家族連れらが買い物や食事
を楽しんでいました。

2/1 如月の北房で、ぶり市の風にあたる

社
式
内
八
社
の
歴
史
を
学
ぶ

社
地
域
歴
史
講
座

申
告
は
ス
マ
ホ
で
手
軽
に

久
世
税
務
署
「
一
日
税
務
署
長
」
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最
近
よ
う
や
く
寒
さ
が
和
ら
い
で

き
ま
し
た
。
日
に
よ
っ
て
は
、
も
う

春
か
な
と
思
う
よ
う
な
陽
気
の
日
も

あ
り
ま
す
ね
。
洗
濯
物
が
早
く
乾
く

の
も
、
う
れ
し
い
変
化
で
す
。
寒
い

の
が
苦
手
な
私
は
、
暖
か
い
春
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。と
は
い
え
、

春
と
い
え
ば
花
粉
症
。
せ
っ
か
く
外

に
出
か
け
た
く
な
る
季
節
な
の
で
、

今
年
は
万
全
の
対
策
で
、
青
空
の
下

を
気
持
ち
よ
く
歩
け
る
春
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

村
松

　

美
甘
こ
ど
も
園
の
豆
ま
き
を
取
材

し
ま
し
た
。
紙
芝
居
、
豆
ま
き
、
福

の
神
か
ら
贈
ら
れ
た
鬼
の
メ
ダ
ル
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。
豆
ま

き
で
は
ど
の
園
児
も
力
い
っ
ぱ
い
ボ

ー
ル
を
投
げ
、
楽
し
ん
で
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
子
ど
も
の
頃
の
思

い
出
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
ふ
と

思
い
出
す
も
の
。園
児
の
皆
さ
ん
も
、

大
人
に
な
っ
て
節
分
を
迎
え
た
時
に

は
こ
の
日
を
思
い
出
す
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

柿
本

▲PNはなまるさん

広
報
ま
に
わ 

❸
月
号  

令
和
8
年
3
月
1
日
発
行 （
通
巻
251
号
）
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